
　

　

　

　

　

小
中
学
生
が
い
じ
め
に
つ
い
て

考
え
意
見
を
発
表
し
合
う「
子
ど

も
か
ら
広
が
る
い
じ
め
０ゼ

ロ

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」が
平
成
24
年
12
月
26

日
、総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
市
内
の
児
童
・
生

徒
、
保
護
者
、
教
員
ら
約
３
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

野
志
市
長
が「
傷
つ
け
る
言
葉

も
あ
る
が
、
元
気
づ
け
た
り
勇
気

づ
け
た
り
す
る
言
葉
を
使
っ
て
ほ

し
い
」と
言
葉
の
使
い
方
の
大
切

さ
を
伝
え
た
後
、
児
童
・
生
徒
は

「
人
権
委
員
を
つ
く
る
」「
友
達
同

士
が
仲
良
く
で
き
る
活
動
を
す

る
」な
ど
、
い
じ
め
を
な
く
す
た

め
の
方
策
を
真
剣
に
話
し
合
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
山
田 

真
衣
子

さ
ん（
東
中
１
年
）は「
他
校
の
対

策
を
自
分
の
学
校
に
も
取
り
入
れ

た
い
で
す
。
ま
た
、
あ
い
さ
つ
や

呼
び
掛
け
に
相
手
の
名
前
を
入
れ

る
な
ど
、
日
頃
か
ら
で
き
る
取
り

組
み
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
許
可
基
準
に
適
合
し

な
い
も
の
や
、
無
許
可
で
道
路
上

に
設
置
し
て
あ
る
も
の
、
本
来
道

路
に
置
い
て
は
い
け
な
い
も
の

（
陳
列
商
品
・
の

ぼ
り
・
置
き
看
板
・

植
木
鉢
・
車
の
乗

り
入
れ
ス
ロ
ー
プ

な
ど
）が
多
数
存

在
し
ま
す
。
こ
れ

ら
は
通
行
上
の
支

障
と
な
る
と
と
も
に
事
故
の
原
因

と
な
り
、
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
市
民
が
安
全
・
安
心

に
通
行
で
き
る
道
路
空
間
を
目
指

し
て
、
道
路
占
用
物
の
適
正
化
に

向
け
て
指
導
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

◦
許
可
を
受
け
て
い
な
い
物
件
は

許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い

◦
許
可
な
く
道
路
上
に
出
て
い
る

も
の
は
敷
地
内
に
置
く
か
、
撤
去

し
て
く
だ
さ
い

【
対
象
】市
内
在
住
の
65
歳
以
上

（
４
月
１
日
時
点
）、
ま
た
は
高
齢

ク
ラ
ブ
会
員
▼
原
則
、
初
め
て
受

講
す
る
人

【
会
場
・
内
容
・
定
員
】左
表
の
と

お
り
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
、
少
数
の
場
合
は
開
講
し
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
会
場
へ
は
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
期
間
】４
月
～
平
成
26
年
３
月

【
受
講
料
】無
料（
教
材
費
な
ど
は

各
自
負
担
）

【
申
し
込
み
】２
月
22
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き（
１
枚
に
つ

き
１
人
）に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月

日（
年
齢
）、
電
話
番
号
、
希
望
セ

ン
タ
ー
名
・
講
座
名（
１
講
座
の
み
、

パ
ソ
コ
ン
講
座
は
前
期
・
後
期
を

明
記
）、
高
齢
ク
ラ
ブ
名（
会
員
の

み
）を
書
い
て
、
〒
790
０
８
０
８

若
草
町
８

−

２
市
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

※
申
し
込
み
は
１
人
に
つ
き
１
枚

限
り
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不

可
。
開
講
時
に
本
人
確
認

　

久
米
小
学
校
で
は
、
重
点
目
標

に
「
ふ
る
さ
と
に
学
び
、
誇
り
を

も
つ
子
の
育
成
」
を
掲
げ
、
人
、

自
然
、
文
化
、
社
会
環
境
に
恵
ま

れ
た
地
域
性
を
生
か
し
た
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

５
年
生
で
は
、
平
成
13
年
度
か

ら
久
米
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

と
連
携
し
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
「
米
米
ク
ラ
ブ
IN
久
米
」

と
題
し
、
赤
米
（
古
代
米
）
を
育

て
る
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
地
域
の
た
く
さ
ん
の
人
に
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
も
み
ま

き
、
田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど
を
行

い
ま
す
。
稲
刈
り
で
は
、
弥
生
時

代
の
「
貫か

ん

頭と
う

衣い

」
と
い
う
衣
装
を

着
て
、
石
包
丁
や
木
包
丁
を
使
っ

て
稲
穂
を
刈
り
取
る
体
験
も
し
ま

す
。
そ
し
て
赤
米
を
使
っ
て
調
理

を
し
た
り
、
地
域
の
文
化
祭
や
春

祭
り
で
赤
米
の
販
売
を
し
た
り
し

ま
す
。
ま
た
赤
米
料
理
や
劇
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
作
り
な
ど
、
自
分
た
ち

で
感
謝
祭
を
企
画
・
準
備
し
、
お

世
話
に
な
っ
た
人
を
招
待
し
ま

す
。
こ
の
感
謝
祭
は
、
招
待
さ
れ

た
地
域
の
人
に
好
評
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
体

験
活
動
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の

住
む
久
米
地
区
に
目
を
向
け
、
お

世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
と

親
し
み
の
気
持
ち
を
持
つ
と
と
も

に
、
久
米
の
自
然
や
環
境
、
歴
史
・

文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
一
層
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
地
域
に
学
び
、
地
域
と
共
に
生

き
る
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

感謝祭で地域の人へプレゼント

貫頭衣を着て稲刈り体験

地
域
と
共
に
育
つ
久
米
っ
子

松
山
っ
子
の
声

　

昔
の
人
が
使
っ
て
い
た
貫
頭

衣
と
石
包
丁
で
稲
刈
り
を
し
、

大
昔
か
ら
稲
を
作
っ
て
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。（5

年
男
子
）

　

地
域
の
人
の
お
か
げ
で
古
代

米
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
感
謝
し
た
い
で
す
。
私
た

ち
も
こ
の
伝
統
を
受
け
継
い
で

い
き
た
い
で
す
。	（
5
年
女
子
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
身
近
な
心
温
ま
る
情
報
を
紹
介

し
ま
す
。

　

別
府 

武
志
さ
ん
は
、
平
成

７
年
に
姫
山
小
学
校
が
開
校
し

て
以
来
、
毎
朝
国
道
１
９
６
号

線
の
姫
原
橋
交
差
点
に
立
ち
、

児
童
へ
の
横
断
補
助
や
あ
い
さ

つ
な
ど
の
見
守
り
活
動
を
行

い
、
児
童
の
安
全
確
保
や
健
全

育
成
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

（
推
薦
者 

姫
山
小
学
校
）

心
に

市
民
が
見
つ
け
た

　
　
い
い
こ
と
情
報

ほ
の
ぼ
の

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課
�
948
６
７
３

６
・
�
934
３
１
５
７
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
�
921
２
１
６

１
・
�
934
２
２
２
１
へ

第28回 久米小学校
児童数　男421人・女406人・計827人

（平成25年１月１日現在）

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
�
学
校

教
育
課
�
948
６
８
７
１
・
�
934

１
８
１
５
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
道
路
管

理
課
�
948
６
４
７
３
・
�
934
１

８
０
５
へ

道
路
の
占
用
と
は
？

　

道
路
上（
上
空
を
含
む
）に
突

き
出
し
看
板
や
照
明
器
、
日
よ

け
、
足
場
な
ど
を
設
置
し
、
継

続
し
て
道
路
を
使
用
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
道
路
を
占
用
す

る
に
は
そ
の
道
路
の
管
理
者（
市

道
の
場
合
は
松
山
市
）の
許
可

を
受
け
、
面
積
や
設
置
期
間
に

応
じ
た
占
用
料
が
必
要
で
す
。

許
可
を
受
け
て

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

　

本
市
の
実
情
に
合

わ
せ
松
山
市
道
路
占

用
料
徴
収
条
例
を
改

正
し
、
４
月
１
日
か

ら
道
路
占
用
料
を
改

定
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
許
可
を
受
け
継

続
し
て
占
用
し
て
い

る
人
も
、
平
成
25
年

度
の
支
払
い
分
か
ら

料
金
が
変
わ
り
ま

す
。
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

指
導
強
化
中
！

道
路
占
用
物

適
正
化
に
向
け

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
教
養
講
座

申
し
込
み
は
２
月
22
日
ま
で

平成25年度
受講生
募　集

ミーティング
０
いじめ

ゼロ

します
道路占用料
改定

を

市老人福祉センター（若草町）
講座名 定員（人） 開催曜日 時　間

民 謡 40
毎週火曜 13：30〜15：30

社交ダンス 男35
女35

吟 詠 30 毎週水曜 14：00〜16：00
陶 芸 10 第１・３水曜

13：30〜15：30大 正 琴 15 第２・４水曜
カ ラ オ ケ 35 毎週木曜
料 理 30 第１・３木曜 10：00〜13：00
俳 句 15 第１・３金曜 13：00〜15：00
皮 工 芸 20

毎週金曜
10：00〜12：00

茶道（抹茶） 20 13：30〜15：30

中村老人福祉センター（中村三丁目）
講座名 定員（人） 開催曜日 時　間

絵　手　紙 25 毎週月曜 10：00〜12：00
陶　　　芸 10 第２・４水曜 13：30〜15：30

鷹子老人福祉センター（鷹子町）
講座名 定員（人） 開催曜日 時　間

民 謡 30 毎週水曜 13：00〜15：00

パ
ソ
コ
ン

前期 13 ４〜９月
毎週水曜

10：00〜12：00
後期 13 10〜３月

毎週水曜
吟 詠 30 毎週木曜 14：15〜16：15
俳 句 15 第１・３金曜  9：30〜11：30

※祝・休日は休講。パソコン講座は前期・後期とも同じ内容

グループに分かれ、積極的に意見交換する参加者

広報まつやま2013（平成25）年２月１日号⑶


